
原子力システム研究開発事業 

中間評価総合所見 

研究課題名：革新的ナトリウム冷却高速炉におけるマルチレベル・マルチシナリオプラン

トシミュレーションシステム技術の研究開発研究

代表研究者（研究機関名）：大島 宏之（日本原子力研究開発機構） 

再委託先研究責任者（研究機関名）：古賀 信吉（広島大学）

再委託先研究責任者（研究機関名）：出口 祥啓（徳島大学） 

研究期間：平成２８年度～平成３１年度（４年計画） 

項 目 要  約 

１．研究の概要 高い安全性と経済性を両立させる設計最適化・革新技術開発を支

える安全基盤技術として、マルチレベル・マルチシナリオシミュレ

ーションシステムの構築ならびに、ナトリウム冷却高速炉に特有で

安全上重要となるナトリウム燃焼およびナトリウムと構造物コンク

リートとの反応性に関する基礎的なコードＶ＆Ｖのための実験デー

タベースの構築を行うことを目的として、以下の研究開発を行う。

１）マルチレベルシミュレーションシステム開発

２）シビアアクシデントマルチシナリオシミュレーションシステ

ム開発

３）コードＶ＆Ｖのための実験データベース構築

２．総合評価 
Ａ

ナトリウム冷却高速炉の安全性と経済性を両立させるため、高精

度・高信頼性設計技術に資する数値計算科学記述の最適化、シビア

アクシデント時のプラント評価など、実機での試験が出来ない状況

において、実験データベースによりシミュレーションを行うことは

重要であり、高速炉開発に資する研究であると評価できる。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


